
に
際
し
て
は
、
民
間
の
自
由
な
発
想
を

生
か
す
為
に
民
間
企
業
に
よ
る
事
業
コ

ン
ペ
方
式
が
と
ら
れ
た
。
住
友
信
託
銀

行
、
積
水
ハ
ウ
ス
、
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ

な
ど
の
十
社
連
合
が
第
一
次
事
業
コ
ン

ペ
に
当
選
し
て
い
る
。

都
市
機
能
ゾ
ー
ン
は
、
Ｈ
業
務
・
商

業
ゾ
ー
ン
ロ
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発

で
は
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
他
、

す
で
に
完
成
し
た
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
、

一
部
住
宅
の
入
居
が
始
っ
た
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
、
さ
ら
に
第
二
期
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
と

メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
の
現
状
を
紹
介
し
よ

』
フ
。

１
６６
１
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特
集
／
神
戸
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
副〃Ｌ

親
水
性
の
あ
る
町

神
戸
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
つ
づ
い
て
神

戸
市
が
造
成
を
進
め
て
い
る
第
二
の
人

工
島
が
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

造
成
面
積
五
八
○
諺
ル
。
甲
子
園
球

場
の
一
四
五
倍
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年

度
に
造
成
に
着
手
し
、
一
部
は
す
で
に

稼
働
、
現
在
六
五
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

総
事
業
費
と
し
て
、
造
成
費
五
四
○

○
億
円
、
施
設
建
設
に
七
千
億
円
、
合

計
一
兆
二
四
○
○
億
円
が
注
ぎ
込
ま
れ

る
。
将
来
的
に
は
八
千
世
帯
、
人
口
三

万
人
が
貼
り
つ
き
、
国
際
情
報
都
市
を

推
進
す
る
一
大
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

核
と
な
る
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
の
整
備

ン
ゾ
ー
ン
日
住
宅
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ

る
。
Ｈ
に
は
昭
和
六
十
二
年
、
国
際
的

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
流
通
市
場
（
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
）
を
建

設
す
る
計
画
が
決
ま
っ
た
。
ア
ジ
ア
で

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
大
拠

点
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

口
は
四
季
を
通
じ
て
全
て
の
人
が
楽
し

め
る
ゾ
ー
ン
と
な
り
日
は
良
好
な
環
境

を
備
え
た
住
宅
地
区
を
形
成
す
る
。

市民の憩いの場・メリケンパーク

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク

神
戸
港
の
シ
ン
ボ
ル
「
ポ
ー
ト
タ
ワ

ー
」
、
四
国
・
九
州
へ
の
内
航
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
中
突
堤
、
神
戸
港
発
祥
の
地

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
。
古
く
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
た
こ
の
一
帯
と
既
設
埠
頭
等
を

埋
め
立
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
緑
地

と
し
て
再
開
発
整
備
し
た
の
が
メ
リ
ケ

ン
パ
ー
ク
で
あ
る
。
「
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」
構
想
の
一
環
で
も
あ
り
、
基

本
テ
ー
マ
は
「
ミ
ナ
ト
神
戸
の
再
発
見

を
目
指
し
て
」
で
あ
る
。

Ｈ
海
と
の
出
会
い
口
歴
史
・
文
化
と

の
触
れ
合
い
日
都
市
生
活
へ
の
貢
献
を

目
指
し
港
や
船
の
ロ
マ
ン
を
発
見
す
る

の
が
基
本
理
念
で
あ
る
。
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亜
凱芝
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神
戸
沖
空
港

最
後
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の

は
神
戸
沖
空
港
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
合
い
に
予
定
さ
れ

て
い
る
海
上
空
港
で
あ
り
、
国
内
線
が

就
航
す
る
一
一
千
米
滑
走
路
を
一
本
も
つ

兵
庫
県
内
の
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
航
空
の
母

港
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

る
。

そ
の
経
緯
と
し
て
は
、
昭
和
五
二
年

一
二
月
神
戸
港
再
開
発
計
画
検
討
委
員

会
発
足
、
五
三
年
七
月
中
突
堤
地
区
再

開
発
基
本
構
想
が
ま
と
ま
る
。
五
五
年

八
月
中
突
堤
緑
地
工
事
着
手
、
五
八
年

三
月
中
突
堤
・
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
間
の

水
域
約
一
○
・
六
抄
ル
埋
め
立
て
工
事

着
手
、
五
九
年
三
月
埋
め
立
て
完
了
、

六
二
年
一
一
月
オ
ー
プ
ン
。
六
四
年
六
月

に
は
、
客
室
四
九
一
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
神
戸
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

昨
年
、
開
港
一
二
○
年
を
迎
え
た
神

戸
港
が
、
二
一
世
紀
を
先
取
り
し
た
神

戸
港
発
展
の
核
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
の
が
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
で
あ
る
。

Ｈ
港
の
未
来
像
を
考
え
口
国
際
港
湾

都
市
神
戸
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
日
世

界
に
交
流
の
輪
を
ひ
ろ
げ
四
海
事
、
海

洋
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
国
来
年
の

神
戸
市
政
一
○
○
周
年
に
つ
な
ぎ
向
メ

１
６７
１

頚噌や魁醸

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
を
後
生
に
伝
え
る
記
念

碑
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
為
、
特
色
あ
る
施
設
を
建
設
整
備
し

た
。ま

ず
神
戸
海
洋
博
物
館
で
あ
る
。
昭

和
六
一
一
年
四
月
二
九
日
記
念
式
典
を
行

い
開
館
。
基
本
テ
ー
マ
は
「
み
な
と
こ

う
べ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
、
海
と
船
へ
の
い
ざ
な
い
」
で
あ

り
、
海
事
に
関
す
る
総
合
博
物
館
で
あ

る
。白

亜
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階

建
大
屋
根
鉄
筋
造
り
、
建
築
面
積
七
五

六
四
平
方
腕
。
事
業
費
約
三
五
億
円
。

「
海
・
港
・
船
の
博
物
館
」
と
し
て
好

評
で
あ
る
。

多
目
的
ホ
ー
ル
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
の
上
屋
を
再
利
用
整

備
し
た
も
の
で
食
事
休
憩
も
で
き
る
楽

し
い
催
し
場
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
映
両

の
記
念
碑
な
ど
が
あ
り
、
市
民
が
海
に

親
し
め
る
格
好
の
場
所
と
な
っ
て
い

る
。

､ 未来”のウォーターフロント。左下，ハーバーランド、中・第２期工事完成後のポートアイランド、右上・六甲
アイランド。沖には空港も見える（完成予想図から) 。
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れ
た
（
主
催
／
神
戸
商
工
会
議
所
小
売

商
業
部
会
、
後
援
／
兵
庫
県
商
工
会
議

所
連
合
会
、
財
団
法
人
中
内
育
英
会
）

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
開
発
に
焦
点
を
当
て
、
商

陸
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
が
全
国
的
に

注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、
三
月
十
八
日
、

神
戸
商
工
会
議
所
に
お
い
て
「
稲
流
通

セ
ミ
ナ
ー
Ｉ
新
し
い
都
市
文
化
の
創
造

と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
ｌ
」
が
開
か

業
と
い
う
視
点
か
ら
神
戸
の
水
際
と
商

業
開
発
の
あ
り
方
を
探
る
と
こ
ろ
に
担

い
が
お
か
れ
、
主
と
し
て
若
手
経
営
者

が
対
象
と
さ
れ
た
。

上
島
達
司
神
商
議
小
売
商
業
部
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
今
春
開
校
の
流
通
科

学
大
学
の
理
事
長
で
も
あ
る
中
内
切

㈱
ダ
イ
エ
ー
会
長
兼
社
長
が
「
若
手
小

売
業
者
に
期
待
す
る
」
と
題
し
て
ス
ピ

ー
チ
。
そ
の
あ
と
、
今
秋
完
成
の
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｗ
Ａ
・
忠
臣
蔵
を
上
演
す
る
演
出
家

の
姥
川
幸
雄
氏
が
講
演
、
午
後
か
ら
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
問
題
へ
と
移
っ
た

ま
ず
窪
田
陽
一
埼
玉
大
学
工
学
部
助

教
授
が
「
水
辺
の
劇
場
化
ｌ
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
を
考
え
る
」
と
の
テ

ー
マ
で
自
前
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

開
発
論
を
展
開
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た

か
た
ち
で
次
に
地
元
か
ら
森
本
泰
好
神

戸
地
下
街
㈱
専
務
、
鶴
岡
純
一
東
海
海

運
㈱
専
務
、
三
浦
明
定
北
野
商
業
連
合

会
長
、
小
森
星
児
神
戸
商
科
大
学
教
授

各
氏
の
出
席
で
「
新
し
い
神
戸
の
魅
力

づ
く
り
と
商
業
開
発
ｌ
神
戸
の
水
際
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
パ
、
不
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
諸
外
国
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

開
発
の
例
も
出
さ
れ
、
水
際
の
開
発
を

通
し
て
、
神
戸
が
い
か
に
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
を
進
め
れ
ば
い
い
か
に
つ
い
て

熱
っ
ぽ
い
議
論
が
展
開
さ
れ
、
水
際
開

発
の
重
要
さ
を
改
め
て
浮
彫
り
に
し
た

6８
１

話題のひろぱ

＜Ｉ＞

if雷
欄
甫鍵噂蝿．鴬一

、

都
市
の
活
性
化
を

〃
水
際
〃
開
発
で

パネルディスカッションでは、熱っぽい議論がつづいた

篭』

蕊
唖Ⅱ

:二i壁欝
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6９

実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
４月の公演

絹制洲''8:00}怖震震い花飾りも」
禍説弓制Ｗ' 9 : 0 0 }騨籍雪i為」
雑禰制i''}噸r卒塔婆小町」
29日(祝)'4:00繕悪縫鑑識守上卜

☆シアター利用のご案内
･曜日、時間／土、日11細（通常）処1. 1 0 : O 0 - H M 8 :００
･ 費用／ホール設術の使用無料。光熱、空調、管理淡のみ実費
･ 付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音響機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイ’、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央区三富町ユ丁目５－l 住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進丑３３１－６３０２～３

繁
ぷといつし｡<息令

ママ・辻隆子さん
赤ちやん，桂太<ん( S ､ 6 2 . 1 2 . 1 2生）
神戸市須磨区在住
「やんちゃ坊主の桂太君／
２つの澄んだ瞳と心をいつ
までも持ち続けていてネ」

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
か575-1024(病室盃576-9639）
市バス上沢４停南スグ
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F ＡＳＨＩＯＮＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

特集：ファッションインタビュー
apparel＆cosmetics

ファッション都市。神戸－この街に漂うファッショナブルな

香りは、明治から続くハイカラの伝統の上に成り立っているの

かもしれない。単に洋服にとどまることなく生活全体にまで及

ぶその姿勢を、神戸のファッションメーカー５社に探ってみた。

7０
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F A S ＲＶﾉ ＥＷ
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綴

霧
零

株式会社リアル
神戸市兵庫区御所通１－３－１６T E L O 7 8 - 6 8 2 - 1 3 8 1 （代）

旧株式会社リアル
取締役社長

久保福造
■インタビュアー

白石弘子( 染色家）

明治2 7 年美人ぬか本舗として化粧品の製造販
売発足、３代目の現社長は昭和3 0 年に、酵素を
はじめて化粧品にとり入れ、肌の健康を思考し
た酵素洗顔料、酵素パックにはじまる基礎化粧
品、植物性顔料の水性ファンデーションなどの
メイキャップ化粧品を開発。そしてこれらが総
合化、システム化され「酵素美容のリアル」と
して流通、ユーザーから高い評価をうけてい
る。さらにエステティックのための専用化粧品
も開発されて、より深く美と感性にかかわる企
業として今日に至ったと聞く。
新しいニーズと長い歴史の中で培った開発力
や技術力によって、近年は健康食品も製造、常
に『商品に心を』のリアルの社是が、ひとつひ
とつの製品に生かされている。業務組織も広
く、理容、美容業界、一般業界（写真の商品は
一般業界用）訪問、通信販売にわたり、関西以
西の3 0 0 店舗を数えるエステテイックサロンで
使用されている。本社工場研究室で開発された
多くの新製品は活気あふれる業務部の活動でつ
ぎつぎに市場におくり出されている。
『２１世紀にむけて、ますます躍進するリアル

でありたい』と語る社長に、内面外面からの健
康と美に真剣にとりくんでいる会社の姿勢がよ
く分りました。（白石）
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Ｎ丁F A SＨ R ＶＩＥＷ
８８Ｎ○Ｗ

ヌートリメティックスインターナショナル( ジャパン) 株式会社
神戸市中央区霧島中町２－３－６ＴＥＬ０７８．３０２．０７８８（代）

■ヌートリメティックス
インターナショナル㈱

マーケティングマネージャー■インタビュアー

田中慶子ヂザ ｲ ﾅ ｰ
石原暁美

ヌートリシヤン( 栄養) ･ コスメティックス( 化
粧）という２つの言葉がユニークな社名の起源
となっているヌートリメティックス。その基本
理念は“美は体内から創られる”という哲学。
ヒマラヤ山脈の奥ふところ、健康と長寿の村

ハンザ地方。その自然環境や人々の食生活から
ヒントを得て作られた商品は、人間が本来必要
とするものを自然な形で提供したいという創立
者のポリシーに基づいている。ビタミン・ミネ
ラル補足食品から、健康・栄養・美容、さらに
はファッション（健康と機能性重視の下着）に
まで分野を拡げ、現在では世界1 5 カ所に支社を
もつ国際会社にまで成長している。そして日本
でのホームオフィスは、神戸。国際的な知名度
・モダンな独自性がヌートリメティックスのイ
メージにつながっているという。最近は商品の
宣伝もテレビ、雑誌にと広げているが、本質的
には使用した人がその良さを自然に伝えるとい
う、人から人へのつながりが中心である。ホー
ムパーティ形式の販売システムや求めやすい価
格もその一端であろう。
時代は健康派指向。ハチミツ・ミント･ アー
モンドの粒々が入った田中さんの手の中のスク
ラブ（洗顔料）は、すべて天然の成分でできて
いて食べられるほど. ノユニークな製品の中にこ
の社の自負と化粧品の新しい方向をみた。

7２
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B ８ＮＯＷ

株式会社ノエビア
〒卸神戸市中央区誌息中町６丁目1 3 番１

株式会社
取締役社長室長

柚木宏一

ノエビ､ ア

インタビュアー
ライフコーディネーター

木村多恵子

世界の女性を美しく－との願いのもとに自
然を科学しながら安全な化粧品作りを行なって
いるノエピア。早春の一日、ポートアイランド
の神戸支社を訪問しました。
同社はＮＡＴＵＲＥからＬＩＦＥS C I E N C E

へ大きく変ってきました。女’性の社会進出のめ
ざましいなかで、フイジカル（肉体的）にも、
メンタル（精神的）にも美しくあるためには、
化粧品、医薬品、食品をふくめ、生命の美の追
求者をかかげます。それはＬＩＦＥS C I E N C E
の高品質な諸製品の細胞レベルまでの研究で
す。
ノエピァ製品は天然原料をベースに植物成分

を配合した自然派の基礎化粧品を中心にメイク
アップまで、そのポリシーは多くの女性の支持
を得て、先発メーカーとは異なった発展を見て
います。
さらにソフトウエアーとして、同社はカラー
システムを考案しました。さらに美しくと願う
女性のニーズに応えるものといえます。
ファッション都市にふさわしいオフィスは外

界の環境と共存し、広々とシンプルで美しい。
ピルの内部は全て禁煙のためかどのフロアもす
がすがしい。働く女性達もことのほか美しく、
新しい企業のありかたを改めて感じられ楽しい
インタビューとなりました。（木村）
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“ファースト・チョイス' ，“サペ, , “アルティサ
ン・サンク”の三ブランドを持つヴァレンは設
立1 1 年目の会社｡ 数字だけを眺めると､ アパレル
業界の成長株､ さぞや猛烈型かと思ったが､ 実際
に山本社長にお会いしてみると、それだけでは
ないことがよく分かった。全ての基本は‘‘人" 。
とかく、金や物が優先する現代に「人づくり」
を開口一番に挙げるなんてスゴイ｡ ｢ 創業時は７
名で設立時は１１名でした。今も皆、現役です
が、正直言って、皆が皆ファッションに適して
いるとは言えなかった。でも、それぞれに『フ
ァッションが好き』『人間が好き』。とにかく、
ファッションだって人間が創って行くものなん
ですから｡ ｣ 一にも二にも人づくりと語る山本社
長。魚座。ＡＢ型のロマンチシズムがチラリ。
「この業界にもそれなりの“義理・人』情”が

必要」とも言う｡ ｢ 会社も一つの家族のようなも
のですよ。我が子を成人させるのに2 0 年かかる
んですからね、１o 年経っても、まだまだ…｡ 」
神戸という土地へのこだわりは特にないが、ヴ
ァレン･ ファッションのイメージは紛れもなく
“ＴｈｅＫＯＢＥ”だ。センシブルでいて、しか
もハートフルな雰囲気の漂うヴァレン。これか
らは、３０代からの“いい女”に着てもらえる服
を作って行きたいとのこと。楽しみにしていま
す。（工藤）

F A S

…
ａ株式会社ヴァレン

R ＶＩＥＷ 代表取締役

山本秀一
■インタビュアー

< 有) オフイスジユンコ代表取締役
工藤純子８８Ｎ○Ｗ

7４

株
式
会
社
ヴ
ァ
レ
ン

神
戸
市
中
央
区
上
筒
井
通
３
丁
目
２
１
５
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
２
２
２
）
１
６
３
１
（
代
）

鴬 職

唖茜

鍵＃
Ｉ

鷺脅
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関西支店長

山南敏朗
■インタビュアー
服飾デザイナー

村I i Y i l圭

１
７５
１

F A S ■株式会社ＪＵＮ
R ＶｌＥＷ

回
株
式
会
社
Ｊ
Ｕ
Ｎ
関
西
支
店

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
７
丁
目
６
番
雷
０
７
８
１
３
０
２
１
８
４
１
２
（
代
）

Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｅ
、
Ｋ
Ｕ
β
、
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
な
ど
数
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
の
中
か
ら

左
の
写
真
は
〃
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
〃
の
商
品

蕊

' 8 8 Ｎ○Ｗ
ＪＵＮ関西支店が大阪から神戸ファッション

タウンに移って２年、安藤忠雄さんが設計した
迫力のあるオフィスは当時の話題を呼んだ。広
々とした空間に流れる快適さ、余裕、これが恐
らくＪＵＮという会社を物語っているのだろう
「常に長いスタンスのものを念頭に置き、自然
の流れの中でバランス良く確立させること」と
いうイメージングどおりファッションに止まら
ず、飲食店、ゴルフ場e t c . と幅広いプログラム
に創立以来3 0 年のキャリアが生かされている。
変化の著しいファッションシーンにおいてもそ
のスピリッツはやはり変わらない。神戸を初め
関西にあるショップへ頻繁に足を運び、情報の
収集を欠かさない山南支店長は「データ面でも
数多くのスタッフより常に先行するポジション
でありたい」とのこと。トップのこうした現場
主義が「個々のショップ･ のユニークさ、あたた
かさ」に通じていく。神戸で２年、「出張等で
仲々落着く間がないけれど不思議とこの街に戻
ると安心する」という温かい言葉に私達は嬉し
さを覚える。また、支店の位置するポートアイ
ランドは「居住者が感じる楽しさはまだまだ。
総合的アメニテイ・スペースを目指していって
ほしい」と期待を込めた提案。きっと“ディレ
クターＪＵＮ”がリードしていってくれる、そ
んな頼もしさを支店長の言葉に感じていた。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



に
「
い
ろ
ん
な
シ
ョ
ー
、
雑
誌
を
数
多
く
見
て
職
種

的
に
オ
シ
ャ
レ
に
な
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
ん
で

欲
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
お
求
め
は
大
丸
神
戸

店
〃
ブ
テ
ィ
ッ
ク
武
生
″
で
ど
う
ぞ
。

☆
春
畑
漫
の
フ
ロ
ー
ラ
ル
ド
リ
ー
ミ
ン
グ

モ
ノ
ト
ー
ン
の
時
代
に
代
わ
っ
て
今
年
は
カ
ラ
フ

ル
な
フ
ロ
ー
ラ
ル
プ
リ
ン
ト
が
主
役
。
先
頃
、
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
側
か
れ
た
西
田
武
雄
郡
群

具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
「
そ
れ
ぞ
れ
の
華
の
と
き
」

を
テ
ー
マ
に
し
て
色
鮮
や
か
な
作
品
印
点
が
登
場
し

催
さ
れ
た
。

は
三
宮
に
あ
る
デ
ィ
ス
コ
〃
イ
ゾ
ル
デ
〃
で
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
日
Ｉ
を
中
心
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
が
脳
さ

れ
た
。
レ
ー
ザ
ー
、
サ
ウ
ン
ド
、
Ｄ
Ｊ
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
が
一
体
と
な
り
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
も
入
っ
て
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
。
華
や
か
な
ス
ペ
ー
ス
で
若
い
人
は

も
ち
ろ
ん
、
年
配
展
も
交
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
が

持
た
れ
た
。
チ
ケ
ッ
ト
ｒ
は
〃
房
″
の
文
字
の
入

っ
た
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
が
使
わ
れ
、
細
か
い
点
ま
で

オ
シ
ャ
レ
な
演
出
が
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
次
は

何
が
飛
び
出
す
や
ら
。
〃
房
〃
の
プ
ロ
デ
ュ
Ｉ
ス
に

乞
う
ご
期
待
。

■
「
連
、
ｌ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
ー

神
戸
市
北
区
五
葉
南
３
１
５
１
肥
衝
０
７
８
１
５

９
４
１
０
８
６
０

☆
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
５

文
化
の
震
源
地
は
住
宅
街
に
あ
り

神
戸
北
町
、
住
宅
街
の
真
ン
中
に
ユ
ニ
ー
ク
な
建

物
が
一
件
。
実
は
コ
コ
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
の
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
・
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
荒
牧
英
樹
さ
ん
は
、
ｍ
年
間
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ｉ
で
の
経
験
を
生
か
し
て
独
立
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
住
宅
街
に
あ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
て
、
毎
週
の
よ
う
に
新
し
い
企
睡
を
生
み
出
し

て
い
る
。
広
々
と
し
た
空
間
の
中
で
ポ
ー
カ
ー
大
会

や
現
代
版
画
展
を
伽
し
た
り
も
。
そ
ん
な
時
は
、
鈴

閲
台
の
こ
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
住
宅
街
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
染
ま
っ
て
く
る
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
２
月
に

た
。
〃
花
色
の
午
後
″
〃
優
雅
な
冒
険
″
〃
紅
色
の
レ

デ
ィ
ー
″
等
、
皿
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
椛
成
さ
れ
た
シ

ョ
ー
で
は
、
ペ
プ
ラ
ム
使
い
や
胸
も
と
の
Ｖ
開
き

と
、
花
の
中
で
も
西
田
さ
ん
が
最
も
注
目
し
て
い
る

に
乏
し
い
私
達

は
自
分
の
気
持

ち
を
表
現
す
る

ま
で
に
は
至
ら

な
い
。
き
し
て

古
い
も
の
、
新

し
い
家
具
の
規

範
が
、
避
準
法

す
れ
す
れ
の
住

居
の
中
で
混
在

し
て
い
る
今
こ

そ
、
生
活
モ
ジ

ュ
ｉ
ル
を
ど
う

皿
て
直
し
て
い

願罫

ＣＯⅡ“ti o n ､ｓＰａｒｔｙ
ａｔ‘4 1 ＳＯＬＤＥ, ,

蕊
蕊
蟻
電
角
。
感

香
り
が
春
ら
し
く
漂
よ
っ
て
い
た
。
３
時
釦
分
か
ら

は
約
二
○
○
名
の
門
下
生
た
ち
が
集
う
パ
ー
テ
ィ
ー

会
場
に
早
替
り
。
諸
泉
さ
ん
は
「
今
年
は
会
場
を
広

く
使
え
ま
し
た
の
で
、
作
品
も
沢
山
出
品
で
き
ま
し

た
し
、
珍
し
い
お
花
を
色
々
ア
レ
ン
ジ
で
き
、
充
実

し
た
花
展
に
な
っ
た
の
が
鯉
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

鰯 屍
邑
男
雷
冨
窪
駒
題
画
④
望
鰯
号
色
目

高い天井から太陽が
差し込む快滴牢間

☆
芦
屋
・
山
村
サ
ロ
ン
で
花
の
会
展

英
国
式
フ
ラ
ワ
ー
ァ
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
定
評
の
あ

る
錨
泉
陽
子
さ
ん
（
専
正
池
坊
家
元
）
の
主
伽
す
る

〃
花
の
会
〃
が
、
芦
屋
ラ
ポ
ル
テ
の
ホ
ー
ル
と
山
村

サ
ロ
ン
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
２
月
ｎ
日
、
哩
日
に
開

会場での諸泉さん
れ楚あジ美し世会

て騒弐糊総
花けは I こゴ々のは
のら渚、｜が珍、

リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
衣
焚
を
手
が
け
た
こ
と
で

も
有
名
な
ジ
バ
ン
シ
ィ
だ
が
、
ス
リ
ム
で
シ
ン
プ
ル

な
シ
ル
エ
ッ
ト
、
ウ
エ
ス
ト
を
し
ぼ
っ
た
ロ
ン
グ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ー
ツ
は
銀
幕
で
の
華
蒼

な
彼
女
を
連
想
さ
せ
る
。
お
求
輸
は
大
丸
神
戸
店
で

☆
ち
っ
ち
ゃ
な
イ
ス
た
ち
は
主
張
し
ま
す
…
…

住
吉
の
〃
り
り
ぱ
っ
と
は
う
す
″
に
あ
る
「
ア
ゼ

・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
で
３
月
３
日
か
ら
８
日
ま

で
、
ち
ょ
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
「
こ
ど
も
の
イ
ス
展
」

が
側
か
れ
た
。
イ
ス
の
生
活
が
日
本
に
定
濡
し
て
約

釦
年
、
と
は
言
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
イ
ス
の
生
活
体
験

☆
躍
っ
た
「
麗
し
の
サ
ブ
リ
ナ
」

カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
と
思
い
切
り
の
い
い
ミ
ニ
丈
が

新
鮮
な
腿
Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｙ
の
様
且
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
。
パ
リ
・
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

光
炎
さ
れ
た
中
か
ら
、
大
丸
神
戸
店
が
セ
レ
ク
ト
し

た
濁
点
が
、
２
月
皿
側
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

火
宴
会
勘
で
披
露
さ
れ
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
特
徴
は

ス
ト
レ
ー
ト
で
体
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
ラ
イ
ン
、
そ
し

て
鮮
や
か
な
花
換
嫌
。
パ
ス
テ
ル
調
の
ボ
ケ
た
感
じ

の
も
の
を
雌
う
ジ
パ
ン
シ
ィ
ら
し
く
、
ヴ
鉦
ヴ
ィ
ッ

ド
で
は
っ
き
り
し
た
色
で
揃
い
た
「
花
束
」
の
ド
レ

ス
は
会
勘
の
女
性
た
ち
の
随
を
脚
か
せ
た
。
オ
ー
ド

小人の国に行ったガリバーの気分／
１
７６
１

く
か
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
確
か
に
見
渡
せ

ば
、
こ
れ
だ
け
物
が
豊
窟
な
時
代
に
あ
っ
て
Ⅷ
％
自

分
の
思
い
を
満
た
し
て
く
れ
る
も
の
に
は
め
っ
た
に

お
側
に
か
か
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
今
回
「
こ
ど
も

の
イ
ス
展
」
を
企
脚
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ィ
タ
ー
の
大
西
真
紀
子
さ
ん
も
「
単
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
イ
メ
ー
ジ
だ
け
壱
追
っ
た
展
示
会
で
な
く
、
本
物

の
ラ
ィ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
一
つ

の
提
案
で
す
。
初
め
て
の
試
み
と
し
て
人
の
形
に
一

悉
近
い
イ
ス
を
選
ん
だ
わ
け
で
す
。
」
と
話
し
て
く

れ
た
。
楽
し
い
形
の
ベ
ン
チ
か
ら
障
害
児
の
為
の
ス

ツ
ー
ル
ま
で
が
並
び
、
子
供
は
勿
論
の
こ
と
、
大
人

に
と
っ
て
も
小
さ
く
な
っ
て
自
分
で
は
座
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
イ
ス
に
、
幼
い
頃
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

を
呼
び
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。

篭鳥鶴鍵鵜
乃鐸篭

エレガント＆フェミニン
まるで水彩画のよう

雛雛誉挫ﾂ ﾐ 湾
向が生は I い醜 1 がの
と今さ、のたしモ優プ
共年ん西最。出二しり

弓凸

アクセサリー使いで表情
が変わるミ二のおしゃれ
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ＢＲＡＮＤＨｌＳＴＯＲＹ①

CiclnnMzrsclC
ジャンニ・ヴェルサーチ

R ＯＹＬＡＬＳＡＬＯＮ

■
時
代
を
生
き
る
■

郷
迂
‐
イ
タ
リ
ア
の
レ
ッ
ジ
オ
・
カ

ラ
ブ
リ
ア
に
生
ま
れ
た
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ

は
小
さ
い
頃
か
ら
母
親
の
ア
ト
リ
エ

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
高
校
卒
業

後
は
頻
繁
に
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
へ
出

か
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
に
足
を

踏
み
い
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

氾
年
ミ
ラ
ノ
に
移
り
、
数
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
の
，
中
で
、
と
り
わ
け
ジ
エ
ニ

ー
と
カ
ラ
ガ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
名
を
駆
せ
る
。
汚
年
に
初
の
渡
米
。

彼
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
コ
ン
プ
リ
チ
ェ
の
レ
ザ
ー
ウ
ェ

ァ
が
大
成
功
を
修
め
、
彼
の
名
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
沼
年
か
ら
は
念
願

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
〃
ジ
ヤ
ン

ー
ー
・
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
〃
が
コ
レ
ク
シ

CiclnnM2wsoc
ジャンニ・ヴェルサーチ

ＲＯＹＬＡＬＳＡＬＯＮ，

ＢＲＡＮＤＨＩＳＴＯＲＹ①

時代を創る
服の魔術師
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ヨ
ン
と
し
て
発
表
さ
れ
る
。

そ
の
後
〃
オ
ッ
キ
オ
・
ド
・
オ
ロ
〃

（
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ア
イ
）
賞
や
〃
カ
テ

ィ
サ
ー
ク
〃
賞
を
受
賞
、
彼
の
革
新

的
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
立
場
は

■
お
買
求
め
は
そ
ご
う
神
戸

店
新
館
５
Ｆ
・
ヴ
ェ
ル
サ
ー

チ
・
『
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で

、
シ
ン
プ
ル
で
エ
レ
ガ
ン
ト

に
ク
リ
ー
ン
カ
ッ
ト
さ
れ

た
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

ツ
バ
キ
の
花
が
モ
チ
ー
フ

の
プ
リ
ン
ト
地
は
ヴ
ィ
ヴ

ィ
ド
な
な
か
に
も
エ
レ
ガ

ン
ス
が
漂
い
、
今
ま
で
に

な
い
新
し
い
魅
力
を
引
き

だ
し
て
い
る
。
他
に
も
グ

レ
ン
チ
ェ
ッ
ク
が
基
調
の

も
の
も
か
な
り
あ
り
、
柄

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
が
随

分
楽
し
め
そ
う
だ
。

ボ
ト
ム
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト

（
弱
叩
丈
）
が
多
い
が
、

バ
ル
ー
ン
ス
カ
ー
ト
や
キ

ュ
ロ
ッ
ト
な
ど
リ
ゾ
ー
ト

感
覚
で
着
ら
れ
る
も
の
も

多
い
。
そ
し
て
テ
ー
プ
が

ほ
ど
こ
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン

カ
ラ
Ｉ
や
ラ
イ
ン
の
縁
ど

り
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
ブ
ラ

ウ
ス
な
ど
メ
ン
ズ
ラ
イ
ク⑬

、

の
中
に
も
女
性
ら
し
さ
力

織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

現
代
モ
ー
ド
界
で
揺
る
ぎ
な
い
も
の
勺
旨
国
ぐ
の
国
の
口
吻
目
の
銘
“
。

執
ン錠

蚕
可
期

祢
裡
戸
烏
旧
１
０
‐
詞
Ⅲ

ｋ
ｏ
ｆ
硬

と
な
っ
て
い
る
。

』
シ
ン
プ
ル
＆
エ
レ
ガ
ン
ト
Ｆ

今
回
で
加
回
目
を
迎
え
た
春
夏
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
”
○
○
』
庁
臥
○
口
の

今
ま
で
に
な
い
総
合
的
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
て
発
表
さ
れ
た
。

微
妙
な
感
触
と
活
気
を
得
る
た
め

に
女
性
の
も
つ
神
秘
性
・
魅
力
が
考

命

巳

守

ﾛ 訂 ,

。

Ｈ
詞
差
Ｊ
や

『
静
幸
・

』
。

,＃ え
ら
れ
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神戸開港1 2 0 年記念シリーズ
ー近代洋風建築を訪ねて一

第一議業銀行神戸支店
( 旧三井銀行神戸支店）

ｄ毎■

写真／高橋裕嗣鍾鐘
一一一一

■■n 百E E ■同■■負

臓翻蕊Ｉ

字.~子

鵜
Lデ

､

燕

’

旧三井銀行神戸支店は日本の近代洋風建築
のなかでも最も古典的な名作の一つと言われ
ている。古典とは西欧の造形史にあって、連
綿として受け継がれてきた一つの精神とでも
表現されようか。その意味ではこの建物は最
も西洋的ということになるはずである。
ところがこの建物、どこか見覚えのある親

しみ、優しさを備えている。どうしてそんな
印象を与えるのだろう。ふと思い当たったの
が奈良の唐招堤寺。吹き放しの列柱など何処
か似ているような気がする。そういえばこの
建物の設計者長野宇平治は奈良県の技師をし
ていた。西欧の建築群の原典まで取り寄せて
学んだという彼が、日本の古典から何を見い
だしたのだろう。あるいは、日本の古代は我
々が今考えるよりももっ
とヨーロッパに近かった
のかも知れない。

足立裕司
く神戸大学工学部建築学科識師〉

こき－大正5年竣工､鉄骨及び鉄筋コンクリート造り２階建｡ルネ
ッサンス, 様式、６本のイオニア式列柱が印難的な名建築である。

藤|苧I撫懸:鳶総欝撫:P代表作であ＝＝

ＫＯＢＥＥＸＣ両7 , 7 , ＥｌＶＴＳＨＯＰ

★世界のオシャレをお届けする

､麦1二季
神戸市中央区元町通２丁目5 - 9 念3 3 1 - 3 1 1 2

★婦人帽子

、、堅×｡ ､ ､《雨、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北長挟通2 丁、6 - 1 3 金3 3 1 - 6 7 1 1

★伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町逝4 ~ I ~ 同2 - 2 2 壷3 4 ] - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱコターニュートン
神戸市中央区北長狭通3 丁目1 2 - 1 4 念3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

ヨョオ両
神戸市中央区三富I H 1 3 T p 1 - 9 念3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御槻衣緯上廟

神戸シャツ
神戸市中央痕二宮町3 T H 1 - 6 五3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Sanche
神戸市中央恢元町迩2 ＴＨ５－７念3 3 1 4 7 0 7

★欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央灰三富町3 丁目1 - 4 念3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

※このシリーズは上記８社の専門店
の提供によるものです。

、
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R ○ＭＡＮＴｌＣＢＲＥＥＺＥＦＲＯＭＧ･ ＳＥＮ

異国の香に誘われて、坂を歩け
ばひっそりと異人館。そんな神
戸の伝統の味、神戸サブレ。

サンサンとかがやく瀬戸の海を
静かに見守る六甲の山々。六甲
の風はミナト神戸の風味です。

■曇

Ｇ･ＳＥＮＣＯＮＦＥＣＴＣＯ. ,ＩＪＤ・
直本社工網中央区神若通7 0 7 8 - 2 4 1 - 1 1 0 1 ㈹
且布引店国体道路生田川角0 7 8 - 2 4 1 - 1 1 0 5
回三宮店三宮センター街0 7 8 - 3 2 1 - 1 0 1 8 '9●，iご鵜
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新しい関西を創造する総合雑誌

し
好評発売中¥5 8 0 (年；補）

特集「新連蕊一
<いきいきT A L K 〉

三林京子

緯
く今月の視点〉

木村重信
くうまいもん関西美味発兇〉
各界でご活躍の方々の
" とっておきの一軒" を紹介

画オール関西株式会社/ 〒5 3 0 大阪市北区曽根崎2 丁目1 5 - 2 4 曽根崎ビル4 Ｆ壷0 6 - 3 6 3 - 1 2 5 5

ｌ
‐
面
函

回関西百撰会ギャラリー
老舗がお届けする買物情報

■上方味覚紀行
とんぼ楠本憲吉

■日本の宝との出会い
★ビッグインタビュー．

田 中一光
(なら･シルクロード博アートテゥイレクター）

好評連載企画
国創造の世界

■名医に聞く
情神分裂病( 人間関係の病について）

回需式んの新風俗記

国大阪の曲がり角

－阪本健二

国程さんのうんちく料理塾
エビ程…彦

－
ビ
ッ
グ
ス
ポ
ー
ッ

私
の
レ
ジ
ャ
ー
タ
イ
ム
他

２
な
ら
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博

特集

■画
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､

ご
橘！

紳
掴
６
才
媛
ヤ
ん
〈
鮪
〉
聯
篭
鱗
雌
縄
織
漸

春
の
光
に
輝
く
娯
議
．
ｆ
書
誉
ｉ
ｉ
ｉ
、
、
Ｉ

海
星
高
校
か
ら
神
戸
女
学
院
英
文
学
科
三
回
生

ヨ
皇
や
ヨ
ョ
い
や
一
一
の
号
云
ご
言

老
α
粥
に
篭
く
海
星
高
校
か
ら
神
戸
女
学
院
英
文
学
科
三
回
生
推
薦
者
／
白
石
弘
子

の
紀
子
さ
ん
は
昨
年
八
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ー
へ
染
色
家
〉

優
し
さ
と
愛
ら
し
さ
冠
小
燕
唯
捜
ハ
鶏
鰻
淵
維
竪
蕊
総
騰
蛎
託

久
保
尚
子
さ
ん
㈲
〈
榊
鰐
識
灘
締
役
〉
騨
嘩
埴
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
お
二
人
で
す
。
素
敵
な
人
生
を
歩
ん
で

紀
子
さ
ん
函
〈
銅
謡
景
鯉
蕊
淋
３
回
生
〉
＃
覇
米
田
定
蔵

８

暖し一
事
鶏

ｉｉｉ，
一
一
一
》
『

蕊
園呼耶

1．

ふ
と
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
に
優
し
さ
と
愛
ら
し
さ
が

の
ぞ
く
。
海
星
小
、
中
、
高
、
大
学
は
英
文
学
科

を
昨
年
卒
業
。
現
在
は
華
道
、
茶
道
、
料
理
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
は
ス
キ
ー
に
テ
ニ
ス
。
染
色
に
も
計

鐘

1．

Ｉ
｡

『
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ダム

‘
､

有
津
美
紀
子
さ
ん
〈
有
繰
眼
科
・
有
鐸
武
氏
長
女
〉

神
７
，
求
擬
；
ん
〈
“
〉

爽
や
か
お
嬢
さ
ん

神
戸
に
咲
く

ヨ
蝕
号
ヨ
ョ
“
の
一
一
ｍ
ユ
句
云
ロ
言

§
里

一

壷蕊
,鐸雲ﾃ料

＝～

１
－ 育

ち
の
良
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

甲
南
女
子
大
学
英
文
科
の
ご
出
身
で
、
お
料
推
薦
者
／
諸
泉
頼
子

理
が
お
上
手
。
お
召
物
は
た
い
て
い
ご
自
身
で
〈
専
正
池
坊
副
家
元
〉

お
作
り
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
雰
囲
気
の
あ
る
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ナ
ブ
ル
な
洋
服
を
さ
ら
り
と
着
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
生
粋
の
神
戸

っ
子
ら
し
い
爽
や
か
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。
若
い
男
性
た
ち
の
日
く
「
オ
ョ

メ
さ
ん
に
し
た
い
タ
イ
プ
Ｎ
Ｏ
１
」

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

美
紀
子
さ
ん
の
フ
ラ
ワ
ー
ァ
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

は
、
も
う
プ
ロ
な
み
の
腕
前
。
い
つ
も
に
こ
や

か
に
洗
練
さ
れ
た
花
を
活
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
を
拝
見
し
て
い
る
と
、
明
る
い
ご
家
庭
で
お

側 鶴
、零蕊

勢
．
。
》
・
》
・
壬
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｢ からだ美人の下着学｣ は講談社
から1 , 2 0 0 円で発売中｡お求めは、
全国有名書店にて。

四
季
を
通
じ
て
春
の
花
を
ま
き
散
ら
し
た
よ
う
な

ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
。
美
し
い
リ
バ
ー
レ
ー
ス

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
下
着
は
、
ア
ウ
タ
ー
の
お
し

ゃ
れ
と
は
一
味
違
っ
た
女
性
の
密
や
か
な
愉
し
み
で

す
。
で
も
、
か
ら
だ
に
フ
ィ
ッ
ト
し
な
い
下
着
を
つ

け
て
い
る
時
ほ
ど
気
分
の
悪
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
。
本
来
、
下
着
の
機
能
と
は
身
体
の
ラ
イ
ン
を
整

え
、
美
し
い
服
を
着
る
こ
と
に
あ
る
も
の
。
残
念
な

が
ら
日
本
の
女
性
に
は
〃
良
い
下
着
″
を
選
ぶ
目
が

ま
だ
ま
だ
養
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
㈱
シ
ャ
ル

レ
の
副
社
長
、
林
宏
子
さ
ん
が
出
版
し
た
「
か
ら
だ

美
人
の
下
着
学
」
に
は
、
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
種
類
や

選
び
方
、
つ
け
方
の
基
礎
知
識
か
ら
ア
ウ
タ
ー
と
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
学
、
管
理
＆
収
納
学
と
幅
広
く
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
科

学
デ
ー
タ
を
用
い
た
解
説
は
、
実
に
わ
か
り
や
す
く

選
び
方
と
つ
け
方
に
よ
っ
て
体
型
が
変
わ
る
と
い
う

嬉
し
い
答
え
を
実
証
し
て
く
れ
ま
す
。
Ａ
カ
ッ
プ
が

Ｃ
カ
ッ
プ
に
…
な
ん
て
、
魅
力
的
な
お
話
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
繊
細
な
女
性
の
か
ら
だ
だ
か
ら
こ
そ
も

っ
と
真
面
目
に
、
そ
し
て
も
っ
と
お
し
ゃ
れ
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
う
の
で
す
。

一早さ

Ｉ

＝電･ 『｣ ] ･ 〆
凶尋ア

､い｛i』／
Ｌ

シャルレ副社長㈱
林宏子さん

鍵

おしゃれの基本
｢ からだ美人の下着学」

鐸
Ｆ州

宏
子

声

寧

皿酸奴

F a s h j O n W a 妃h 伽ｇ☆ＰＡＲＴＩ
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